
金
調
停
古
蹟
志
巻
三
十

よ
り
百
人
許
寄
候
て
、
此
方
を
道
上
可
v
申
と
仕
蕗
に
‘
兄
弟
三
人
と

仕
、
先
K
進
み
申
者
を
切
立
、
七
・
八
人
に
乎
を
負
は
せ
迫
立
て
た
り
。

此
様
子
も
長
屋
卒
左
衛
門
被
a
符
知
-
候
。
叉
金
森
法
印
に
飛
州
を
被
v

下
‘
法
印
は
上
方
へ
被
am
問
登
-
留
守
中
に
、
図
之
牢
人
持
一
挟
共
取

立
、
在
々
放
火
設
し
、
宮
と
申
所
之
凶
慨
を
取
傘
候
に
付
、
金
森
出
雲

守
へ
手
遁
被
v

仕
底
に
、
我
等
も
先
懸
致
し
.
一
番
に
首
を
取
り
た

り
。
右
之
様
子
水
野
内
匠
・
長
屋
平
左
衛
門
可
v
被
宮
存
知
吋
又
飛
州
に

而
.
金
森
法
印
入
国
之
刻
、
闘
之
牢
人
の
内
徒
者
共
‘
川
原
へ
引
入

り
て
、
在
々
へ
夜
討
を
入
、
百
姓
共
迷
惑
仕
に
付
、
我
等
も
才
凪
応
援

し
.
彼
徒
者
共
を
溺
取
申
殿
、
討
拾
に
て
も
仕
候
へ
と
被
昌
申
付
-
K

付
、
方
次
相
帯
候
底
、
折
節
紛
者
に
罷
成
、
大
坂
と
申
底
罷
遇
を
見

合
候
て
、
四
人
揚
取
、
高
原
と
申
蕗
よ
り
引
上
候
。
此
儀
は
長
屋
千

左
衛
門
能
々
被
昌
存
知
-
候
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
金
森
踏
に
、
長
近

自
a
幼
齢
-
仕
=
織
岡
信
長
公
吋
一
穴
亙
三
年
信
長
征
a
加
越
之
二
州
吋
一
長
近

殻
v
自
a
浪
州
吋
入
品
越
州
大
野
郡
二
歩
按
嬢
v
賊
者
若
干
也
.
信
長
感
v
之
.

賜
昌
長
近
-
以
国
大
野
郡
-
云
々
。
同
十
四
年
備
品
飛
騨
一
国
↓
と
見
h
.
藩

翰
織
に
も
‘
天
涯
十
四
年
に
飛
腕
闘
を
領
し
.
高
山
に
住
す
。
是
年

内レ乙

比
の
軍
功
を
賞
せ
ら
れ
し
左
り
。
あ
り
。
衛
藤
内
議
助
が
武
功
を
頴

国
家
へ
賜
は
り
、
利
長
卿
加
賀
園
石
川
郡
松
任
披
へ
移
住
し
給
へ

り
。
さ
て
関
東
北
僚
征
伐
八
王
寺
披
攻
は
‘
天

E
十
八
年
な
り
。
さ

れ
ば
庚
瀬
良
部
が
武
功
を
頴
し
た
る
も
.
天
正
の
初
以
来
な
る
事
知

る
べ
し
。

O
横
山
氏
家
士
木
村
楢
兵
衛
侮

元
和
二
年
武
功
書
に
一
試
ふ
。
四
百
石
木
村
被
兵
衛
、
先
年
高
畠
石
見

守
所
に
罷
在
候
庭
、
大
納
言
様
と
佐
々
内
磁
助
と
取
合
之
刻
、
石
見

守
能
州
へ
加
勢
陀
被
v
港
、
大
納
言
様
御
人
数
御
取
懸
之
慮
、
敵
惣
樽

之
外
に
取
懸
、
先
手
衆
と
殊
之
外
せ
り
合
有
v
之
。
共
よ
り
本
丸
二
之

門
口
一
迄
乗
込
候
底
民
、
門
を
閲
〈
昔
仕
候
へ
ば
、
何
も
迷
崩
け
る
廃

に
、
長
田
櫨
右
衛
門
・
我
々
傍
翠
森
小
重
郎
・
野
々
村
五
助
・
我
等
居

残
り
候
。
右
之
様
子
長
岡
植
右
衛
門
被
昌
存
知
-
候
。
又
高
畠
石
見
守
家

来
遠
山
誕
一
丞
と
申
者
、
白
山
よ
り
走
り
金
津
に
罷
有
底
、
口
々
に
相

待
、
一
口
に
て
し
の
が
し
け
る
鹿
.
拙
子
参
合
、
散
々
切
合
ふ
と
い

へ
E
も
勝
負
不
v
付
、
飛
懸
り
組
合
け
る
庭
、
岸
周
治
左
衛
門
会
り
合

候
て
助
け
る
故
、
拙
子
切
留
め
た
り
。
共
様
子
治
左
衛
門
能
く
存
知

候
。
叉
関
東
御
陣
之
刻
、
大
納
言
様
上
野
之
内
松
枝
の
披
御
取
巻
被
v

成
底
に
、
長
・
高
畠
雨
入
し
て
丸
一
つ
御
取
被
v
成
。
共
丸
を
取
堅
め

金
揮
官
服
志
巷
三
十

四
四

し
た
る
も
、
天

E
年
中
の
事
怠
る
を
知
る
べ
し
。
但
し
明
智
光
秀
の

家
老
と
同
名
也
。

。
横
山
氏
家
士
鹿
瀬
民
部
偉

元
和
二
年
武
功
書
に
一
式
ふ
。
五
百
石
成
瀬
民
部
、
生
国
越
前
之
者
に

而
.
信
長
之
御
代
柴
岡
修
理
越
前
入
園
、
盟
阪
と
申
践
に
柴
閉
伊
賀

在
按
被
v
仕
候
底
、
越
前
河
よ
り
北
一
挟
悉
〈
起
り
候
に
付
、
高
木
の

川
崎
迄
北
庄
よ
り
人
数
出
候
廃
に
、
柴
悶
源
左
衛
門
馬
上
二
・
三
騎
、

歩
者
以
下
二
拾
人
許
に
て
、
高
木
の
河
を
越
、
伊
賀
守
居
城
へ
懸
付
.

候
慮
、
一
授
共
取
巻
有
v
之
を
突
割
披
へ
入
時
、
我
等
敵
首
を
討
取
候
。

叉
肥
前
守
様
松
任
に
御
座
被
v
成
時
分
罷
出
、
聞
東
御
陣
八
王
寺
に

τ

太
刀
焼
を
負
ひ
、
首
一
つ
取
り
、
肥
前
守
様
懸
=
御
目
-
候
。
犬
猿
寺
御

陣
之
時
分
1

ニ
，
丸
陀
て
矢
手
を
負
ふ
と
い
へ
ど
も
、
界
を
乗
越
え
‘

首
を
討
取
り
、
則
愛
宕
山
陀
て
肥
前
守
様
懸
a
御
回
一
御
防
隊
之
後
、

山
城
守
大
聖
寺
表
穿
盤
被
v
仕
.
知
行
二
百
石
加
増
被
v
致
。
去
年
大
坂

御
障
に
は
金
揮
に
用
所
被
z
申
付
-
相
立
不
v
申
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、

越
前
は
天
正
三
年
八
月
信
長
会
出
馬
有
り
て
、
朝
倉
の
飴
熊
を
征
伐

せ
ら
れ
)
柴
岡
勝
家
に
賜
は
り
、
北
庄
を
居
披
と
せ
し
が
‘
同
十
一

年
四
月
勝
家
一
族
悉
く
滅
亡
す
。
此
の
時
佐
久
間
盛
政
の
奮
領
を
前

乗
候
底
、
拙
者
罷
出
、
一
番
に
竹
た
ぽ
付
候
に
付
、
共
丸
取
竪
る
也
。

か
ゃ
う
の
仕
合
、
笠
間
平
馬
丞
能
々
一
被
ロ
存
知
-
候
。
山
城
守
所
に
罷
出

候
慮
、
錦
地
之
者
被
v
預
。
然
廃
大
聖
寺
の
按
御
攻
被
v
成
、
鋳
の
丸
一

番
乗
仕
、
鑓
手
阻
ヱ

m迄
負
侠
K
付
‘
肥
前
守
様
御
前
へ
一
帯
広
、

林
庄
太
郎
取
次
を
以
‘
愛
宕
山
に
て
御
目
見
仕
‘
御
感
に
預
り
.
御

陣
ひ
け
、
山
城
守
穿
撃
を
被
v
進
、
毎
=
加
増
-
二
百
石
被
v
英
、
一
伐
之
加

増
取
候
者
拙
者
一
人
也
。
叉
去
年
之
御
陣
之
刻
、
の
ぼ
り
を
被
v
縮刷、

岡
山
口
を
沿
っ
崩
し
被
v
成
に
付
、
何
れ
も
の
ぼ
り
を
射
ぬ
き
侠
て
、

大
坂
へ
押
込
、
町
之
内
に
て
首
を
取
り
、
其
よ
り
大
坂
聞
書
丸
へ
芳
、

山
按
守
の
ぼ
り
を
御
家
中
一
番
に
入
候
。
の
ぼ
り
義
一
人
被
い
討
、
塀

を
ゃ
ぶ
り
一
番
乗
仕
慮
に
、
庚
庭
へ
敵
突
出
候
底
、
鑓
を
合
せ
、
具

足
を
ニ
ヶ
所
迄
‘
共
上
鎚
際
之
鍛
地
に
被
v
討
候
。
則
加
藤
石
見
殿
能

汚
被
昌
存
知
一
安
彦
左
馬
殿
も
御
覧
可
v
被
v
成
、
共
場
に
て
山
城
守
侍
共

波
漣
大
事
・
問
中
八
右
衛
門
・
高
津
猪
右
衛
門
・
堀
口
宗
兵
衛
‘
以
上

四
人
討
死
仕
‘
共
丸
に
て
山
披
守
者
共
乎
を
描
き
‘
共
丸
を
取
候
。

則
質
問
丸
に
而
、
山
城
守
我
等
を
召
漣
‘
殿
様
御
前
へ
罷
問
、
御
感

に
預
り
候
。
と
あ
り
。
三
州
志
に
、
緒
士
貧
血
管
の
時
、
横
山
山
城
家

土
木
村
檎
兵
衛
・
伴
太
友
街
門
へ
は
?
各
自
銀
二
枚
・
惟
子
二
つ
・
間
半

四
五




